
【
表
紙
】 

 

【
表
紙 
裏
】 

 

【
１
頁
】 

映
画
月
報 

第
三
集 

監
修 

内
閣
情
報
部 

製
作 

社
団
法
人
同
盟
通
信
社 

 

【
２
頁
】 

梗
概 

一
．
非
常
時
経
済
の
下
に
誕
生
し
た
優
秀
代
用
商
品
の
数
々
。 

二
．
戦
時
下
に
於
て
「
恐
る
べ
き
ス
パ
イ
」
に
就
て
国
民
大
衆
の
自
覚
を
喚
起
せ
る
も
の
。 

以
上
の
各
巻
の
状
況
、
模
様
を
撮
影
し
、
解
説
録
音
し
た
る
も
の
な
り
。 

 

【
３
頁
、
上
部
】
（
１
‐
１
） 

第
一
巻 

 

Ｔ
１. 

（
同
盟
）
社
団
法
人
同
盟
通
信
作
品 

Ｔ
２. 

映
画
月
報 

Ｔ
３. 

監
修 

内
閣
情
報
部 

製
作
責
任 

田
中
喜
次 

Ｔ
４. 

第
三
集 

Ｔ
５. 

映
画
月
報
第
三
集 

新
興
商
品
時
代 

構
成 

吉
田
茂 

撮
影 

川
口
和
男 

 

【
３
頁
、
下
部
】 

Ｄ
１. 

（
音
楽
、
鈴
の
音
、
サ
イ
レ
ン
の
音
） 

 

ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
。
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

六
月
二
十
三
日
の
臨
時
閣
議
で
決
定
し
た 

 

【
４
頁
、
上
部
】 

（
画
中
文
字
） 



臨
時
閣
議 

国
民
新
聞 

物
資
動
員
計
画
成
立 

都
新
聞
特
□ 

国
内
向
綿
製
品 

製
造
販
売
禁
止 

皮
革
の
民
需
制
限
断
行 

商
工
省
三
税
則
公
市 

告
諭 

 

【
４
頁
、
下
部
】 

物
資
動
員
計
画
に
基
き
商
工
省
物
資
調
整
局
で
は
既
に
国
内
向
綿
製
品
の
製
造
と
加
工
販
売
の
禁
止
を
断

行
し
、
次
い
で
皮
革
製
品
使
用
制
限
を
実
施
し
て
、
物
資
の
非
常
管
理
に
乗
り
出
し
ま
し
た
□
。
本
月
一

杯
に
は
残
り
の
ゴ
ム
、
羊
毛
、
パ
ル
プ
、
木
材
、
非
鉄
金
属
等
三
十
品
目
の
禁
止
乃
至
は
全
面
的
制
限
を

行
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

池
田
商
相
、
村
瀬
調
整
局
次
長
の
目
指
す
処
は
、
全
産
業
を
打
っ
て
一
丸
と
な
し
物
を
中
心
と
す
る
戦

時
経
済
体
制
を
編
成
以
て
国
際
収
支
の
均
衡
を
維
持
し
て
軍
需
資
材
の
円
滑
な
る
輸
入
を
確
保
せ
ん
と
す

る
に
あ
り
ま
す
。 

  

軍
需
資
材
の
極
め
て
貧
弱
な
我
国
は
、
戦
争
に
必
要
な
種
々
の
軍
需
資
財
の
始
ん
ど
大
部
分
を
海
外
か

ら
輸
入
し
な
け
れ 

 

【
５
頁
、
上
部
】
（
１
‐
２
） 

（
画
中
文
字
） 

□
□
□
□
□
□
国
策
に
従
ひ 

御
買
上
品
は
な
る
べ
く 

御
持
帰
り
を
願
ひ
ま
す 

日
本
百
貨
店
組
合 

（
伊
）
其
品
よ
り
皮
革
製
品
に
限
り
御
買
上 

一
種
一
点
に
止
め
ら
れ
□
き
旨
通
達 

有
之
候
付
何
卒
御
了
承
被
下
度
候 

 

【
５
頁
、
下
部
】 

ば
な
ら
な
い
現
状
で
す
。
こ
の
重
要
軍
資
資
材
を
支
障
な
く
輸
入
し
て
支
那
事
変
を
勝
利
に
導
く
た
め
に

は
、
ま
づ
吾
々
の
日
常
生
活
用
品
の
輸
入
を
出
来
る
大
差
控
へ
て
そ
れ
丈
日
本
の
負
担
を
軽
く
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 



 
こ
の
為
に
、
ま
づ
必
要
な
こ
と
は
所
謂
消
費
の
節
約
で
す
。
御
買
上
品
は
御
持
ち
帰
り
下
さ
い
。
綿
製

品
、
皮
革
製
品
の
買
溜
お
断
り
。
デ
パ
ー
ト
の
ポ
ス
タ
ー
が
消
費
節
約
の
必
要
を
物
語
り
ま
す
。 

 

次
に
必
要
な
こ
と
は
廃
品
の
回
収
、
一
度
使
っ
た
廃
物
を
も
う
一
度
国
策
線
上
に
活
躍
さ
せ
る
の
で
す
。

併
し
、
こ
ん
な
消
極
的
な
対
策
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
積
極
的
な
手
段
が
必
要
で
す
。 

 

こ
の
重
大
使
命
を
負
っ
て
所
謂
代
用
品
工
業
の
目
覚
し
い 

 

【
６
頁
、
上
部
】 

 

【
６
頁
、
下
部
】 

活
躍
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

紙
を
造
る
パ
ル
プ
か
ら
糸
を
作
り
、
布
を
織
る
。
科
学
の
驚
く
べ
き
発
達
が
も
た
ら
し
た
こ
の
新
製
品

所
謂
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
は
今
や
古
い
綿
製
品
、
羊
毛
製
品
に
代
っ
て
非
常
時
日
本
の
生
活
線
に
力

強
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

紙
或
は
布
を
綺
麗
に
伸
し
て
こ
れ
に
特
殊
な
塗
料
を
塗
っ
て
行
く
と
レ
ザ
ー
即
ち
擬
革
が
出
来
ま
す
。 

 

鮫
や
鯨
の
皮
な
ど
と
一
緒
に
重
要
軍
需
品
の
一
つ
皮
革
製
品
の
代
用
品
と
し
て
今
や
大
き
な
役
割
を
果

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

ゴ
ム
も
重
要
な
軍
需
品
で
あ
り
乍
ら
殆
ん
ど
大
部
分
を
海
外
に
仰
い
で
居
り
ま
す
。
こ
の
輸
入
ゴ
ム
に

代
る
べ
く
人
造
ゴ
ム
再
成
ゴ
ム
の
新
工
業
が
こ
こ
に
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

【
７
頁
、
上
部
】
（
１
―
３
） 

（
画
中
文
字
） 

危
険 

 

【
７
頁
、
下
部
】 

 

使
ひ
古
し
た
古
ゴ
ム
も
再
生
過
程
の
内
に
一
歩
一
歩
生
き
返
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

合
成
樹
脂
の
粉
末
を
高
熱
の
下
に
圧
縮
し
た
ペ
ー
ク
ラ
イ
ト
製
品
こ
れ
は
金
属
代
用
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
進
出
し
て
居
り
ま
す
。 

 

科
学
日
本
が
世
界
に
誇
る
新
興
製
品
そ
れ
は
鉄
の
完
全
な
代
用
品
と
し
て
今
や
歯
車
、
パ
イ
プ
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
活
躍
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
高
力
陶
器
で
あ
り
ま
す
。 

 

か
く
て
幾
多
の
代
用
品
は
新
興
製
品
と
し
て
国
民
生
活
再
建
に
突
進
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

代
用
品
の
シ
ャ
ツ
は
す
ぐ
破
れ
る
し
、
フ
ォ
ー
ク
も
直
ぐ
折
れ
る
。
こ
れ
で
は
使
ほ
う
と
思
っ
て
も
使

へ
な
い
。
そ
う
仰
言
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
そ
れ
で
は
一
人
の
消
費
者
と
し
て
あ
る
家
庭
の
主

婦
に
聞
い
て
見
ま
せ
う
。 

（
主
婦
の
言
葉
） 

 

【
８
頁
、
上
部
】 



Ｔ
６. 
高
橋
亀
吉
氏 

（
画
中
文
字
） 

事
変
終
了
も 

報
知
新
聞 

戦
時
体
制
継
続 

長
期
建
設
へ 

中
外
商
業 

政
府
邁
進
せ
ん 

 

【
８
頁
、
下
部
】 

 

「
で
も
代
用
品
を
使
っ
て
、
そ
れ
丈
日
本
が
戦
争
に
強
く
な
る
ん
で
し
た
ら
私
達
喜
ん
で
こ
れ
を
使
ひ

ま
す
わ
。
そ
れ
に
そ
し
た
ら
今
に
も
っ
と
安
く
て
良
い
物
が
出
来
て
来
る
様
に
な
る
と
思
ひ
ま
す
わ
」 

 

又
代
用
品
を
一
時
の
流
行
が
間
に
合
せ
と
考
へ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
せ
う
か
。

著
名
な
経
済
学
者
高
橋
亀
吉
氏
に
伺
っ
て
見
ま
せ
う
。（
高
橋
氏
の
講
演
） 

 
”

現
在
世
界
は
一
種
の
戦
国
時
代
、
自
給
自
足
時
代
で
す
。
此
の
世
界
の
大
勢
は
事
変
が
済
ん
で
も
変
り

な
く
今
後
す
く
な
く
も
十
数
年
は
続
く
も
の
と
見
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

か
う
し
た
時
代
に
備
へ
る
に
は
天
然
資
源
の
少
な
い
国
々
は
人
造
資
源
の
開
発
即
ち
代
用
品
の
利
用
に

全
力
を
挙
げ
る
外
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
技
術
は
段
々
進
歩
し
ま
す
か
ら
、
本
当
の
代
用
品
謳
歌
時
代
は

寧
ろ
こ
れ
か
ら
で
せ
う
。” 

 

本
当
の
代
用
品
時
代
は
寧
ろ
こ
れ
か
ら
、
そ
し
て
ほ
ん
と
う
の
戦
時
経
済
体
制
も
愈
々
こ
れ
か
ら
で
す
。 

 

【
９
頁
、
右
端
】 

第
二
巻 

 

【
９
頁
、
上
段
】
（
２
―
１
）
（
上
欄
外
に
「
申
請
前
三
字
挿
入
」
と
印
あ
り
） 

Ｔ
１. 

映
画
月
報
第
Ⅲ
集 

ス
パ
イ
は
君
だ 

構
成 

田
村
清 

撮
影 

上
田
勇 

Ｔ
２. 

仏
蘭
西
共
和
国
の
名
に
於 

て
敵
に
通
謀
の
罪
を
犯
し
た
る 

被
告
マ
タ
・
ハ
リ
は
・
・
・
・ 

Ｔ
３. 

軍
法
第
二
〇
五
・
六
及
び 

七
条
に
照
ら
し
て
・
・
・
・ 

Ｔ
４. 

銃
殺
に
処
す 

 



【
９
頁
、
下
段
】 

Ｄ
１. 
（
音
楽
） 

（
原
文
） 

In the nam
e of the French R

epublic, This court, therefore, finds the accused, M
ata H

ari, 
guilty of espionage, and of com

m
unicating m

ilitary inform
ation to the enem

y. Therefore , 
this said court , but of articles 205-6  and 7 of the m

ilitary code 
 

 this w
om

an to 
be

 

・
・
・
・
・shat to death by rifle fire ! 

  

こ
れ
は
皆
さ
ん
御
承
知
の
ス
パ
イ
物
語
、
欧
洲
大 

 

【
１
０
頁
、
上
段
】 

Ｔ
５. 

The E
nd 

 

【
１
０
頁
、
下
段
】 

戦
当
時
の
有
名
な
女
間
謀
マ
タ
・
ハ
リ
事
件
を
脚
色
し
た
多
愛
も
な
い
ロ
マ
ン
ス
で
す
。 

 

然
し
乍
ら
世
界
は
今
や
武
力
戦
争
以
前
に
眼
に
見
え
ぬ
敵
を
相
手
の
激
烈
な
ス
パ
イ
戦
が
行
は
れ
て
ゐ

ま
す
。
第
二
の
マ
タ
・
ハ
リ
が
第
三
の
マ
タ
・
ハ
リ
が
皆
さ
ん
の
直
ぐ
隣
り
に
座
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
い
や
そ
れ
所
か
、
皆
さ
ん
自
信
が
ス
パ
イ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
あ
、
そ
ん
な
い
御
怒
に
な
ら
な

い
で
私
の
云
ふ
こ
と
を
よ
く
御
聞
き
下
さ
い
。 

 

例
へ
ば
私
が
マ
タ
・
ハ
リ
の
様
な
ス
パ
イ
で
あ
る
と
し
て
、
今
假
り
に
ぶ
ら
り
と
東
京
の
街
に
出
て
見

ま
せ
う
。 

 

【
１
１
頁
、
上
段
】
（
２
‐
２
） 

 

【
１
１
頁
、
下
段
】 

 

平
凡
な
街
頭
風
景
で
す
。
皆
さ
ん
は
極
く
平
凡
な
会
話
を
交
し
乍
ら
生
活
を
楽
し
み
、
或
は
生
活
と
戦

っ
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

然
し
、
ぢ
っ
と
こ
の
眼
で
視
、
此
の
耳
を
澄
せ
ば
実
は
容
易
く
ス
パ
イ
行
為
が
出
来
る
の
で
す
。 

 

例
へ
ば
（
会
話
） 

“

実
は
こ
れ
は
秘
密
だ
が
ね” 

“

う
ん
何
だ
い” 

“

愈
々
今
度
ア
仙
台
が
出
る
ら
し
い
ぜ” 

“

へ
え
、
そ
う
か
い” 

“

こ
れ
は
絶
体
に
秘
密
だ
が
ね” 

“

秘
密
の
話
と
云
へ
ば
、
さ
っ
き
聞
い
た
だ
が
、
今
度
は
仙
台
が
出
る
ん
だ
っ
て” 

“

そ
う
で
す
か” 



 

【
１
２
頁
、
上
段
】 

（
画
中
文
字
） 

西
銀
座
市
場 

Ｔ
６. 

「
ど
ち
ら
へ
？
」 

「
大
同
へ
参
り
ま
す
」 

 

【
１
２
頁
、
下
段
】 

“

お
宅
の
新
一
さ
ん
も
い
よ
い
よ
戦
地
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
っ
て
ね” 

“

え
え
何
で
も
こ
の
月
の
中
頃
に
一
度
北
京
ま
で
行
く
ん
だ
そ
う
で
す” 

“

ま
あ
北
京
へ
大
変
で
す
ね” 

“

こ
の
分
で
は
近
く
あ
っ
ち
の
方
面
で
も
戦
争
が
は
じ
ま
る
ら
し
う
ご
ざ
ん
す
よ” 

Ｄ
２. 

（
音
楽
、
歌
声
） 

 

さ
て
、
次
は
涙
ぐ
ま
し
い
出
征
風
景
で
す
。
こ
の
感
激
の
場
面
か
ら
ス
パ
イ
は
何
を
聞
き
出
し
た
で
せ

う
か
？ 

“

ど
ち
ら
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の” 

“

ハ
、
自
分
達
は
大
同
へ
参
り
ま
す” 

 

こ
の
会
話
と
今
ま
で
眺
め
た
各
々
の
場
面
か
ら
次
の
や
う
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

即
ち
、
本
月
の
中
頃
、
仙
台
の
大
部
隊
が
、
北
京
を
経
て
、 

 

【
１
３
頁
、
上
部
】
（
２
‐
３
） 

Ｔ
７. 

本
月
の
中
頃 

仙
台
の
大
部
隊
が 

北
京
を
経
て
大
同
に 

向
っ
て
出
発
す
る 

 

（
画
中
文
字
） 

大
日
本
器
材
製
作
所 

 

【
１
３
頁
、
下
部
】 

大
同
に
向
っ
て
出
発
す
る
と
い
ふ
や
う
な
大
切
な
軍
の
機
密
が
探
り
出
さ
れ
る
の
で
す
。 

 

Ｄ
３. 

（
音
楽
、
タ
イ
プ
の
音
、
ピ
ア
ノ
の
音
、
無
電
の
音
） 

 

ど
う
で
す
。
何
だ
つ
ま
ら
な
い
と
お
思
ひ
に
な
る
皆
様
の
あ
れ
だ
け
の
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
ス
パ
イ
に
こ

ん
な
重
要
な
こ
と
を
教
へ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
に
は
油
断
が
あ
り
ま
す
。
一
寸
眼
を
移
し
て
見
ま
せ
う
。 



 
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
で
は
な
く
、
書
類
も
又
大
切
な
材
料
の
一
つ
で
す
。 

 

あ
あ
、
お
嬢
さ
ん
が
タ
イ
プ
を
打
ち
損
ね
ま
し
た
。
う
っ
か
り
お
捨
て
に
な
っ
た
そ
の
書
類
は
さ
あ
大

変
、
ス
パ
イ
の
手
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
よ
く
御
覧
下
さ
い
。
こ
の
紙
片
か
ら
、 

 

【
１
４
頁
、
上
部
】 

 

【
１
４
頁
、
下
部
】 

こ
の
大
日
本
器
材
製
作
所
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
小
銃
弾
箱
が
五
十
幾
ら
か
製
造
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
続
い
て
ス
パ
イ
は
そ
の
鉄
砲
玉
の
箱
が
ど
こ
の
軍
隊
に
収
め
ら
れ
た
か
を
探
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

電
車
や
汽
車
の
中
で
重
要
書
類
を
御
覧
に
な
っ
て
ゐ
る
重
役
と
人
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
殊
に
極
秘
な
ど

と
言
ふ
の
を
平
気
で
出
し
て
ゐ
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
素
早
い
ス
パ
イ
の
眼
は
、
さ
っ
き
の
鉄
砲
玉
の
箱

が
、
仙
台
の
師
団
へ
納
め
ら
れ
た
し
い
ふ
こ
と
を
嗅
ぎ
つ
け
ま
す
。 

 

若
し
こ
れ
が
戦
時
で
あ
れ
ば
、
最
も
秘
密
に
す
べ
き
そ
の
軍
隊
の
装
備
の
一
部
が
漏
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
す
。 

 

そ
ん
な
事
を
ス
パ
イ
に
教
え
乍
ら
、
落
ち
付
い
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
、
何
と
い
ふ
大
胆
さ
で
せ
う
。 

 

【
１
５
頁
、
上
段
】
（
２
‐
４
） 

Ｔ
８. 

そ
の
次
に
は 

情
報
の
連
絡 

 

【
１
５
頁
、
下
段
】 

 

さ
て
、
そ
の
次
に
、
ス
パ
イ
に
と
っ
て
大
事
な
事
は
、
集
め
た
情
報
の
連
絡
で
す
。 

 

何
□
不
思
議
で
な
い
只
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
ゐ
る
様
に
見
へ
る
こ
の
手
、
と
こ
ろ
が
ど
う
で
せ
う
。
中

に
は
短
波
無
電
の
セ
ッ
ト
が
装
置
し
て
あ
っ
て
、
ピ
ア
ノ
を
叩
く
度
に
、
無
電
の
キ
イ
が
働
く
よ
う
な
仕

掛
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
す
。 

 

或
は
、
誰
か
ら
も
怪
し
ま
れ
な
い
、
小
さ
な
ト
ラ
ン
ク
。
こ
の
中
に
も
強
力
な
超
短
波
の
セ
ッ
ト
が
入

っ
て
ゐ
ま
し
た
。 

 

一
見
何
で
も
な
い
チ
ョ
ッ
キ
で
す
。
然
し
近
寄
っ
て
良
く
見
ま
す
と
、
こ
の
チ
ョ
ッ
キ
の
第
二
ボ
タ
ン

は
、
精
巧
な
小
型
レ
ン
ズ
に
な
っ
て
ゐ
て
、
胸
を
開
け
ば
中
な
ら
ば
、
ベ
ル
ト
式
の
巧
妙
を
極
め
た
カ
メ

ラ
が
出
て
参
り
ま
す
。 

 

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
リ
リ
ー
ス
を
押
せ
ば
、
自
動
的
に
シ
ャ
ッ 

 

【
１
６
頁
、
上
段
】 

（
画
中
文
字
） 
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Ｔ
９. 

そ
の
結
果 

 

【
１
６
頁
、
下
段
】 

タ
ー
が
切
れ
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
入
手
し
た
写
真
や
、
通
信
文
が
、
魔
法
ビ
ン
の
中
に
仕
込
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
さ
へ
あ
り
ま
し

た
。 

 

通
信
と
云
へ
ば
一
寸
見
る
と
只
の
封
筒
で
す
が
、
こ
の
封
筒
の
片
隅
に
あ
る
マ
ー
ク
の
黒
い
線
を
強
力

な
特
殊
装
置
の
顕
微
鏡
で
何
十
倍
に
拡
大
し
て
見
ま
す
と
、
実
は
暗
号
文
で
一
杯
で
し
た
。 

 

之
等
は
何
れ
も
事
変
下
の
我
国
に
あ
っ
た
実
例
で
す
。
か
く
の
如
く
、
専
門
的
な
ス
パ
イ
は
、
凡
ゆ
る

手
段
を
講
じ
て
通
信
連
絡
を
計
る
の
で
す
。 

Ｄ
４.

（
音
楽
、
飛
行
機
の
爆
音
、
砲
撃
の
音
、
爆
破
の
音
） 

 

そ
の
結
果
世
界
戦
争
の
例
を
と
れ
ば
、
絶
体
秘
密
で
あ
る
べ
き
筈
の
軍
需
工
場
の
所
在
地
が
敵
に
知
れ

て
、
木
葉
微
塵 

 

【
１
７
頁
、
上
部
】
（
２
‐
５
） 

Ｔ
１
０. 

憲
兵
司
令
官 

田
中
静
台
中
将 

 

【
１
７
頁
、
下
部
】 

に
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。 

 

或
は
又
、
全
然
発
表
な
ど
し
な
い
筈
の
連
合
国
軍
艦
の
行
動
が
一
々
独
乙
潜
水
艦
に
知
れ
、
何
隻
と
な

く
そ
の
餌
食
と
な
っ
て
海
底
の
藻
屑
と
消
へ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
も
外
国
の
例
で
す
が
、
事
変
下
の
我
が
国
に
於
て
も
、
同
じ
よ
う
な
不
幸
な
例
が

起
ら
な
い
と
誰
が
断
言
出
来
る
で
せ
う
か
。 

 

恐
る
べ
き
は
ス
パ
イ
で
す
。
否
、
吾
々
の
僅
か
ば
か
り
の
不
注
意
で
す
。 

 

こ
の
戦
慄
す
べ
き
ス
パ
イ
に
つ
い
て
、
吾
が
憲
兵
司
令
官
閣
下
の
お
話
を
伺
っ
て
見
ま
せ
う
。 

（
講
演
） 

 

以
上
御
覧
に
な
り
ま
し
た
や
う
に
、
吾
々
の
生
活
の
中
か
ら
、
何
気
な
く
拾
ひ
出
し
た
事
項
に
つ
い
て

見
て
も
こ
れ
を 

 

【
１
８
頁
、
上
部
】 



Ｔ
１
１. 

外
国
人
の
国
情
調
査 
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十
二

年
（支

那
事

変
）

 

 

【
１
８
頁
、
下
部
】 

「
ス
パ
イ
」
し
や
う
と
す
る
者
が
、
専
門
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
戦
時
、
平
時
を
問
は
ず
、
恐
る
べ
き
軍

事
上
の
機
密
、
或
は
国
情
が
探
し
出
さ
れ
る
の
で
易
り
ま
す
。 

 

試
み
に
統
計
に
就
て
過
去
十
ヵ
年
間
の
「
ス
パ
イ
」
の
活
動
を
見
ま
す
る
の
に
、
其
の
合
法
的
方
面
、

即
ち
公
然
た
る
照
会
に
よ
り
、
或
は
直
接
工
場
其
の
他
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
情
を
謀
知
致

し
ま
し
た
る
も
の
。
実
に
四
九
〇
〇
件
の
多
き
に
上
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

欧
洲
大
戦
時
の
状
況
に
鑑
み
ま
す
る
も
「
ス
パ
イ
」
の
活
動
が
、
如
何
に
重
大
な
る
役
割
を
演
じ
ま
し

た
る
か
は
、
既
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
現
下
我
国
に
於
け
る
、
各
国
諜
報
機
関
の
暗
躍
の
跡

を
見
ま
す
る
の
に
、
実
は
組
織 

 

【
１
９
頁
、
上
部
】
（
２
‐
６
） 

Ｔ
１
２. 

合
計
四
九
三
五
件 

Ｔ
１
３. 

マ
ー
ク 

映
画
月
報 

終 



 

【
１
９
頁
、
下
部
】 

且
つ
、
巧
妙
を
極
む
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
や
支
那
事
変
下
、
長
期
戦
の
態
勢
に
あ
る
我
が
国
と
致
し
ま
し
て
は
、
国
民
挙
っ
て
此
の
恐
る
べ
き

「
ス
パ
イ
」
の
脅
威
に
対
し
て
、
十
分
な
る
認
識
と
自
覚
と
を
以
っ
て
、
之
が
防
止
に
万
遺
憾
な
き
を
期

し
て
戴
き
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
終
） 

 

【
デ
ー
タ
採
録
者:

福
田
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】 

【
デ
ー
タ
校
正
：
笠
原
亮
介
】 


